
宋
代
に
は
大
衆
芸
能
と
し
て
の
講
談
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
当
時
の
都
市
繁
盛
録
か
ら
わ
か
る
。
と
り
わ
け
三
国
も
の
を
語

る
「
説
三
分
」
は
人
気
の
演
目
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
で
は
も
は
や
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
元
代
に
刊
行
さ
れ

た
『
三
国
志
平
話
』
は
、
そ
の
よ
う
な
講
談
を
も
と
に
読
み
物
へ
改
編
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

の
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

元
末
明
初
に
至
っ
て
羅
貫
中
が
著
し
た
小
説
『
三
国
志
演
義
』
（
以
下
『
演
義
』
）
も
、
史
実
を
中
心
に
語
り
物
や
当
時
伝
え
ら
れ
て
い

た
説
話
な
ど
を
整
理
、
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
代
、
『
演
義
』
は
人
々
の
歓
迎
を
大
い
に
受
け
、
数
多
く
の
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
が
、

そ
の
人
気
は
清
代
、
引
い
て
は
現
代
ま
で
衰
え
る
こ
と
な
く
読
み
継
が
れ
て
い
る
。

で
は
、
小
説
の
母
胎
と
な
っ
た
三
国
語
り
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
資
料
と
し
て
は
、
明
成
化
年
間
に
刊
行
さ
れ
た

は

じ

め

に

『
三
国
志
演
義
』
と
の
関
係
を
中
心
に

車
王
府
本
鼓
詞

後

藤

六
つ
ま
り
、
語
り
物
は
読
み
物

『
三
國
誌
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

裕

也



で
は
、

総
じ
て
こ
の
方
面
に
お
け
る
資
料
不
足
は
否
め
な
い
。

い
わ
ゆ
る
車
王
府

「
成
化
本
説
唱
詞
話
」
に
収
め
ら
れ
る
『
花
関
索
伝
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
三
国
物
語
の
外
伝
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(
1
)
 

ま
た
明
末
清
初
の
弾
詞
『
三
国
志
玉
璽
伝
」
（
原
本
は
乾
隆
抄
本
）
が
近
年
発
見
さ
れ
、
『
演
義
』
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、

た
だ
、
清
代
も
中
後
期
に
入
る
と
、
語
り
物
そ
の
も
の
が
大
い
に
流
行
し
、
そ
れ
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、

(
2
)
 

曲
本
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
三
国
の
物
語
に
取
材
し
た
短
編
の
語
り
物
で
あ
る
子
弟
書
作
品
が
数
多
く
収
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

桃
園
結
義
か
ら
晋
朝
統
一
ま
で
を
扱
っ
た
鼓
詞
『
三
國
誌
』
も
含
ま
れ
て
い
る
。

所
収
の
戯
曲
作
品
に
見
え
る
語
句
か
ら
、

車
王
府
本
鼓
詞
『
三
國
誌
』
は
、
作
者
、
書
写
者
と
も
に
不
明
で
、
作
成
年
及
び
書
写
年
も
不
詳
で
あ
る
。
郭
精
鋭
氏
は
車
王
府
曲
本

(
3
)
 

そ
れ
ら
が
書
写
さ
れ
た
時
期
は
乾
隆
光
緒
間
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
語
り
物
の

流
行
時
期
も
こ
の
間
に
重
な
る
こ
と
か
ら
、
『
三
國
誌
』

の
書
写
年
代
も
そ
れ
を
大
き
く
隔
た
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は

概
ね
『
演
義
』
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
随
所
に
説
話
の
挿
入
や
省
略
が
あ
る
。

こ
の
作
品
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
演
義
』
と
三
国
の
語
り
物
作
品
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
陳
翔
華
氏
は
「
小
説
『
三
国
志
演
義
』
が
完
成
す
る
と
、
却
っ
て
説
唱
文
学
作
品
の
創
作
が
大
幅
に
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
明
清
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
主
に
羅
貫
中
の
『
三
国
志
演
義
』
に
基
づ
い
て
改
編
‘
或
い
は
新
し
く
創
作
さ
れ
た
語
り
物

(
4
)
 

作
品
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
い
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
『
演
義
』
の
流
行
を
考
え
る
と
、
も
と
は
そ
の
素
材
で
あ
っ
た
は

ず
の
語
り
物
作
品
も
、
小
説
の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
『
演
義
』
の
幾
つ
か
の
版
本
と
比
較
し
な
が
ら
『
三
國
誌
』

の
成
立
過
程
を
考
察
し
、
語
り
物
か
ら
読
み
物
へ
と

変
貌
し
た
『
演
義
』
の
影
響
が
、
翻
っ
て
そ
の
後
の
語
り
物
作
品
に
ど
の
よ
う
に
及
ぼ
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

六
四



現
存
す
る
『
演
義
』
の
版
本
は
三
十
種
以
上
に
及
ぶ
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
系
統
的
か
つ
全
面
的
な
研
究
と
し
て
、
中
川
諭
氏
に

け
る
こ
と
が
出
来
る
。
原
作
の
文
章
が
歴
史
書
に
よ
っ
て
修
訂
さ
れ
、
嘉
靖
本
を
除
い
た
諸
本
に
詠
史
詩
や
史
書
に
あ
る
故
事
（
史
書
に

は
な
い
が
関
索
説
話
も
含
む
）
が
挿
入
さ
れ
た
二
十
四
巻
系
諸
本
、
歴
史
書
に
よ
る
修
訂
が
施
さ
れ
ず
、
詠
史
詩
が
挿
入
さ
れ
、
葉
逢
春

本
を
除
い
た
諸
本
に
花
関
索
説
話
が
挿
人
さ
れ
て
い
る
二
十
巻
繁
本
系
諸
本
、
そ
し
て
、
や
は
り
歴
史
書
に
よ
る
修
訂
が
施
さ
れ
ず
、
本

文
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
関
索
説
話
が
挿
人
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
の
三
系
統
で
あ
る
。

本
論
で
『
三
國
誌
』
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
用
い
た
版
本
は
、
二
十
四
巻
系
諸
本
か
ら
周
日
校
本
・
李
卓
吾
本
・
毛
宗
岡

本
・
李
漁
本
の
四
種
、
二
十
巻
繁
本
系
諸
本
か
ら
は
余
象
斗
本
（
但
し
、
欠
巻
は
葉
逢
春
本
・
志
伝
評
林
本
を
参
照
）
、
二
十
巻
簡
本
系

(
5
)
 

諸
本
か
ら
は
劉
龍
田
本
・
朱
鼎
臣
本
・
楊
美
生
本
・
六
巻
本
の
四
種
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
『
三
國
誌
』
は
、
ど
の
系
統
の
『
演
義
』
を
も
と
に
改
編
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
重
要
な
手
掛
か
り
と
な

る
の
が
、
『
演
義
』
の
系
統
分
け
で
も
利
用
さ
れ
た
関
索
•
花
関
索
説
話
の
有
無
で
あ
る
。
関
索
説
話
と
は
、
孔
明
が
南
蛮
征
討
の
た
め

成
都
を
出
発
す
る
と
、
ま
も
な
く
関
羽
の
第
三
子
を
名
乗
る
関
索
が
突
如
現
れ
て
従
軍
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

は
、
荊
州
に
い
る
関
羽
の
下
へ
母
を
伴
っ
て
花
関
索
が
訪
ね
て
く
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
三
國
誌
』
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
花
関
索
説
話
が
挿
入
さ
れ
る
べ
き
巻
七
十
七
に
そ
の
よ
う
な
話
は
見
ら
れ
な
い
が
、
巻
一
百
二
十
一
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見

『
『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』
（
汲
古
書
院

い
き
た
い
。

『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
系
統
と
鼓
詞
『
三
國
誌
』

六
五

一
九
九
八
）
が
あ
る
。
氏
に
よ
る
と
、
『
演
義
』
の
版
本
は
以
下
の
三
系
統
に
大
き
く
分

一
方
の
花
関
索
説
話



劉
龍
田
本

忽
有
開
公
第
二
子
闊
索
到
行
螢
来
見
孔
明
説
，
自
荊
州
失
陥
，
逃
至
飽
家
荘
養
病
，
常
想
着
要
到
川
中
見
先
帝
典
父
報
讐
，
皆
因
癒

痕
未
愈
，
不
能
行
走
。
近
日
方
オ
大
愈
，
打
聴
得
東
呉
的
讐
人
盪
皆
誅
戯
，
覚
来
西
川
見
帝
，
恰
好
路
遇
征
南
之
兵
，
因
此
特
来
叩

(
6
)
 

見
軍
師
。

引
用
は
関
索
を
「
第
二
子
」
に
作
る
が
、
そ
の
他
多
少
の
字
句
の
異
同
を
除
け
ば
、
ま
さ
に
『
演
義
』
に
見
え
る
関
索
説
話
そ
の
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
二
十
四
巻
系
諸
本
の
毛
宗

i

岡
本
及
び
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
の
劉
龍
田
本
に
つ
い
て
、
該
当
箇
所
を
挙
げ
て
比
較
し
て
み

毛
宗
岡
本

る。

忽
有
闊
公
第
三
子
闊
索
入
軍
来
見
孔
明
日
，
自
荊
州
失
陥
，
逃
難
在
飽
家
荘
養
病
，
毎
要
赴
川
見
先
帝
報
讐
，
癒
痕
未
合
，
不
能
起

行
。
近
已
安
径
，
打
探
得
東
呉
讐
人
已
皆
誅
散
，
蓮
来
西
川
見
帝
，
恰
在
途
中
遇
見
征
南
之
兵
，
特
来
投
見
。

却
是
雲
長
第
三
子
闊
索
也
。
束
見
孔
明
日
，
自
因
荊
州
失
陥
，
逃
難
在
飽
家
荘
養
病
。
毎
要
来
見
先
主
報
讐
，
癒
痕
未
合
，
不
能
起

行
。
近
日
安
径
，
逆
来
見
帝
。
今
遇
丞
相
南
征
，
敬
来
投
見
。

え
る
。

六
六



毒，

引
用
部
分
に
も
、
毛
宗

i

岡
本
の
傍
点
箇
所
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
句
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

六
七

傍
点
を
付
し
た
句
は
二
十
四
巻
系
諸
本
の
み
に
見
え
、
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
先
に
挙
げ
た
『
三
國
誌
』
の

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
花
関
索
説
話
の
挿
入
を
大
き
な
特
徴
と
す
る
二
十
巻
繁
本
系
諸
本
は
『
三
國
誌
』
の
底
本
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
、
次
に
、
同
じ
関
索
説
話
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
よ
り
は
、
二
十
四
巻
系
諸
本
と
の
関
係
が
よ
り
緊
密
で

ま
た
、
『
演
義
』
で
の
関
索
の
登
場
は
唐
突
に
す
ぎ
、
不
自
然
な
感
が
否
め
な
い
。
お
そ
ら
く
『
三
國
誌
』
の
作
者
も
同
様
に
考
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
巻
一
百
十
二
に
は
、
関
索
の
登
場
を
よ
り
自
然
に
す
る
た
め
、
そ
の
伏
線
と
な
る
場
面
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で

紹
介
し
て
お
く
。

二
爺
闘
興
多
謀
略
，
連
忙
分
開
兵
一
半
，
保
護
家
脊
頭
里
行
，
三
爺
閥
貨
在
後
隊
行
。
二
爺
闊
典
親
断
後
…
（
略
）
…
即
時
趣
上
三
爺

闊
貨
，
将
見
戦
之
事
説
了
一
遍
。
三
爺
説
，
斑
班
伽
往
前
去
，
保
母
妹
奔
川
中
而
去
，
待
小
弟
敵
描
呉
賊
…
（
略
）
…
播
障
心
最
狼

一
螺
打
中
小
爺
腎
後
，
二
錬
又
打
在
背
上
，
三
錬
又
中
脊
背
，
把
小
爺
打
的
痛
入
骨
髄
，
提
蓋
鎗
那
里
還
拿
得
住
，
噌
瑯
瑯
吊

在
地
上
，
還
肥
小
爺
心
中
還
憧
人
事
，
雙
腿
硝
馬
，
往
下
大
敗
。
…
（
略
）
…
惟
有
暴
剛
典
雨
個
叔
伯
兄
弟
三
人
不
捨
，
雨
個
扶
着
闊

貨
，
暴
剛
只
趣
着
一
個
金
銀
詑
子
，
皆
行
李
衣
服
舵
子
盛
行
棄
捨
。
三
人
逃
出
山
路
，
回
蹄
本
家
暴
家
荘
，
調
養
小
爺
之
傷
，
一
―
一
年

才
得
径
愈
。

（
二
男
関
興
謀
略
に
長
け
、
急
ぎ
兵
を
二
隊
に
分
け
ま
す
。
家
族
を
護
る
た
め
先
を
行
か
せ
、
三
男
関
索
そ
の
後
ろ
。
関
興
自
ら
し

ん
が
り
務
め
、
…
（
略
）
…
す
ぐ
に
関
索
に
追
い
つ
く
と
、
敵
に
襲
わ
れ
た
こ
と
を
ひ
と
と
お
り
話
し
ま
し
た
。
す
る
と
関
索
が
言
う

あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。



こ
こ
ま
で
は
『
演
義
』
と
『
三
國
誌
』
に
お
け
る
関
索
•
花
関
索
説
話
を
焦
点
と
し
て
見
て
き
た
が
、
『
三
國
誌
』
は
関
索
•
花
関
索

『
演
義
』
と
『
三
國
誌
』
の
関
係
の
深
さ
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

場
面
は
、
荊
州
失
陥
の
危
機
に
際
し
て
、
関
興
と
関
索
が
家
族
を
引
き
連
れ
荊
州
を
落
ち
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
、
関
興
は
兵
を
二
手

に
分
け
る
と
、
関
索
に
家
族
を
護
ら
せ
て
先
に
行
か
せ
、
自
ら
し
ん
が
り
を
務
め
る
。
敵
を
振
り
き
っ
て
関
索
に
追
い
つ
く
と
、
今
度
は

関
索
が
呉
の
追
撃
を
食
い
止
め
て
、

そ
の
間
に
関
興
は
家
族
を
連
れ
て
蜀
へ
逃
げ
て
い
く
。
関
索
は
呉
の
将
添
障
に
よ
っ
て
深
手
を
負
わ

さ
れ
る
が
、
飽
剛
と
そ
の
二
人
の
従
兄
弟
に
助
け
ら
れ
、
か
ろ
う
じ
て
逃
げ
延
び
る
。
そ
し
て
飽
家
荘
へ
た
ど
り
着
き
、
療
養
し
た
関
索

は
三
年
の
後
に
よ
う
や
く
傷
が
癒
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
『
演
義
』
に
は
こ
の
よ
う
な
場
面
は
な
く
、
『
三
國
誌
』
の
作
者
が
物
語
の
展
開
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
挿
入
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
『
演
義
』
に
お
け
る
関
索
の
登
場
場
面
の
セ
リ
フ
に
基
づ
い
た
一
段
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
の
一
例
も

く
傷
が
癒
え
た
の
で
す
。
）

た
。
三
人
は
山
道
を
抜
け
、

は
甚
だ
し
く
、
ど
う
し
て
鎗
を
持
ち
得
ま
し
ょ
う
、
ガ
ラ
ガ
ラ
っ
と
地
面
に
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
意
識
は
は
っ
き
り
し

て
お
り
、
両
足
で
馬
を
蹴
っ
て
は
ひ
た
す
ら
敗
走
。
…
（
略
）
…
た
だ
飽
剛
と
一
一
人
の
従
兄
弟
だ
け
は
関
索
を
見
捨
て
ず
、
二
人
の
従

兄
弟
が
関
索
を
抱
き
か
か
え
、
飽
剛
は
金
銀
を
載
せ
た
駄
馬
の
み
連
れ
て
、
荷
物
や
衣
服
を
載
せ
た
駄
馬
は
み
な
捨
て
て
行
き
ま
し

一
族
の
住
む
飽
家
荘
へ
と
逃
げ
延
び
て
、
関
索
の
傷
の
手
当
て
を
し
ま
し
た
が
、
三
年
の
後
に
よ
う
や

（
略
）
…
涸
障
は
凶
暴
な
こ
と
こ
の
上
な
く
、

に
は
、
「
兄
者
は
先
を
急
ぎ
な
さ
れ
。
母
上
ら
を
護
り
西
川
へ
逃
げ
る
の
で
す
。
私
め
が
呉
の
賊
ど
も
を
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。
」
…

一
枚
の
手
裏
剣
は
関
索
の
腕
の
後
ろ
に
、
二
枚
、
三
枚
と
背
中
に
命
中
。
関
索
の
痛
み

六
八



毛
宗

i

岡
本
の
影
響

六
九

説
話
の
有
無
、
及
び
関
索
の
登
場
場
面
に
お
け
る
文
章
の
異
同
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
二
十
四
巻
系
諸
本
を
も
と
に
改
編
さ
れ
た
可

能
性
が
最
も
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
当
然
な
が
ら
こ
の
一
点
の
み
で
底
本
を
定
め
る
の
は
早
計
で
あ
り
、
次
節
以
降
で
各

鼓
詞
が
清
代
に
流
行
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
毛
宗
岡
本
の
影
響
が
最
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
毛
宗
岡
本
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
箇
所
を
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
、
こ
の
『
三
國
誌
』
に
お
い
て
、
場
面
を
転
換
す
る
際
に
頻
見
さ
れ
る
表
現
が
あ
る
。
例
え
ば
巻
十
三
、
関
羽
が
哀
術
軍
に
よ
っ

て
包
囲
さ
れ
た
と
聞
き
、
劉
備
・
公
孫
環
•
趙
雲
ら
に
先
立
っ
て
、
張
飛
が
そ
の
報
告
に
来
た
兵
卒
と
と
も
に
、い
ち
早
く
救
出
に
向
か

玄
徳
回
言
説
正
好
，
太
守
博
令
快
抜
螢
。
趙
雲
説
，
我
興
厳
剛
為
前
隊
，
大
隊
後
邊
行
。
言
罷
時
，
二
人
先
奔
了
南
陽
路
，
再
把
張

爺
明
一
明
。
軍
卒
前
引
路
，
二
人
馬
走
似
流
星
。
此
書
速
快
不
多
叙
，
来
至
了
老
爺
螢
前
問
衆
人
。

傍
点
を
付
し
た
句
が
そ
の
表
現
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
張
飛
が
関
羽
の
陣
営
に
向
か
う
道
中
を
省
略
し
、
次
の
句
か
ら
は
、
す
ぐ
に

関
羽
の
陣
営
で
の
場
面
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

い
関
羽
の
陣
営
に
到
着
す
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

版
本
と
の
関
係
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
く
。



劉
爺
答
百
説
知
道
，
何
必
大
人
語
諄
諄
。
儘
管
放
心
排
人
馬
，
等
我
回
来
論
軍
情
。
説
把
飛
身
上
了
馬
，
揚
鞭
縦
轡
出
了
城
。
三
國

之
書
多
剪
断
，
到
了
一
座
北
平
城
。
至
府
下
馬
早
有
人
報
，
公
孫
噴
聞
聴
出
府
迎
。

場
面
は
巻
二
十
一
、
曹
操
の
徐
州
侵
攻
に
対
し
て
陶
謙
は
援
軍
を
要
請
し
、
救
援
に
駆
け
つ
け
た
劉
備
ら
は
、
ま
ず
孔
融
に
会
い
、
北

平
城
に
い
る
公
孫
墳
の
と
こ
ろ
へ
軍
を
借
り
に
行
く
こ
と
を
提
案
し
、
孔
融
が
く
れ
ぐ
れ
も
早
く
戻
る
よ
う
に
と
言
っ
て
劉
備
を
見
送
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
劉
備
が
孔
融
の
も
と
を
発
ち
北
平
に
至
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
「
三
國
之
書
多
剪
断
」
と
い
う
一
句
で
省
略
さ
れ
、
続

こ
れ
ら
の
表
現
は
一
種
の
常
套
句
で
あ
り
、
特
に
注
意
を
要
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
次
に
挙
げ
る
一
例
は
少
し
事
情
が
異
な
る
。

場
面
は
、
南
蛮
平
定
に
向
か
っ
た
孔
明
率
い
る
蜀
軍
の
将
魏
延
が
、
孟
獲
の
妻
祝
融
夫
人
と
相
対
す
る
と
こ
ろ
、
巻
一
百
二
十
四
か
ら
の

不
多
一
時
，
又
是
魏
延
前
来
要
戦
。
祝
氏
常
先
。
雨
下
里
又
賄
會
子
介
冑
像
貌
，
通
名
道
姓
，
這
穐
動
手
。
啜
切
了
不
成
，
第
一
オ

子
之
書
撼
要
剪
断
戟
説
。
祝
氏
富
先
典
文
長
戦
了
敷
合
，
魏
延
詐
敗
而
走
。

周
知
の
ご
と
く
、
数
あ
る
『
演
義
』
の
版
本
の
中
で
「
第
一
オ
子
書
」
の
語
を
冠
す
る
の
は
、
毛
宗
岡
本
と
李
漁
本
の
二
種
の
み
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
例
に
挙
げ
て
き
た
よ
う
に
「
此
書
」
或
い
は
「
三
国
之
書
」
と
い
う
語
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
こ
で
は
一
見
し

て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
第
一
オ
子
之
書
」
と
い
う
語
句
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
三
國
誌
』
は
、
二
十
四
巻
系

引
用
で
あ
る
。

い
て
北
平
城
で
の
場
面
が
展
開
さ
れ
る
。

七
〇



諸
本
に
属
し
、
「
第
一
オ
子
書
」
の
語
を
冠
す
る
毛
宗
岡
本
、
或
い
は
李
漁
本
を
も
と
に
改
編
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
場
面
転
換
の
常
套
句
の
中
で
、
「
第
一
オ
子
書
」
と
い
う
語
句
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。

時
期
的
に
は
毛
宗
1

岡
本
が
流
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
状
況
に
お
い
て
は
、
「
第
一
オ
子
書
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
が
『
演
義
』
の
代

名
詞
と
し
て
通
用
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
第
一
オ
子
書
」
と
い
え
ば
『
演
義
』
と
い
う
つ
な
が
り
は
、
語
り
物
の
演
者
や
聴
衆
に

も
容
易
に
連
想
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
箇
所
だ
け
が
偶
然
右
の
引
用
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、

た
だ
一
箇
所
の
み
の
用
例
で
は
、
毛
宗
岡
本
或
い
は
李
漁
本
が
底
本
で
あ
る
と
確
定
す
る
の
は
難
し
い
。

し
か
し
、
こ
の
『
三
國
誌
』
に
は
、

ほ
か
に
も
毛
宗
岡
本
か
ら
の
影
響
を
示
す
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
例
え
ば
『
三
國
誌
』
の
巻

一
百
十
九
、
場
面
は
関
羽
が
呉
に
討
た
れ
た
後
、
劉
備
が
そ
の
弔
い
の
た
め
大
軍
を
典
し
て
呉
に
戦
争
を
仕
掛
け
る
が
、
陸
遜
の
火
計
に

但
見
蜀
兵
死
屍
重
畳
，
塞
江
而
下
。
先
主
京
失
無
措
。
這
回
書
名
日
陸
遜
螢
燒
七
百
里
。

引
用
に
あ
る
「
這
回
書
名
日
」
は
明
ら
か
に
『
演
義
』
の
則
題
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
毛
宗
岡
本
で
該
当
す
る
第
八
十
四
回
の
則
題

、
、
、
、
、
、
、

を
見
て
み
る
と
、
「
陸
遜
螢
燒
七
百
里
孔
明
巧
布
八
陣
圏
」
と
な
っ
て
お
り
、
全
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
同
じ
く
「
第
一
オ
子

書
」
を
冠
す
る
李
漁
本
の
則
題
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
第
八
十
四
回
で
あ
る
が
、
「
先
主
夜
走
白
帝
城
八
陣
圏
石
伏
陸
遜
」
と
な

っ
て
お
り
、
『
三
國
誌
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

七

そ
の
他
の
諸
版
本
は
い
ず
れ
も
李
漁
本
と
同
じ
則
題
で
、
唯
一
毛
宗
岡
本
の
み

よ
っ
て
長
く
延
び
た
自
陣
を
焼
き
尽
く
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。



い
っ
た
。
）

（
「
わ
し
は
日
頃
よ
り
積
善
を
心
が
け
て
お
る
ゆ
え
、
将
軍
殿
が
こ
こ
に
迷
い
込
ん
だ
の
を
見
て
い
た
た
ま
れ
ず
、
生
門
よ
り
連
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

出
し
た
次
第
じ
ゃ
。
」
孔
明
は
陸
遜
の
命
運
が
ま
だ
尽
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
陸
遜
に
恩
を
売
る
た
め
岳
父
に
助
け
出
さ
せ

、
、
、
、
、

た
の
で
あ
る
。
陸
遜
が
「
ご
老
人
は
こ
の
陣
立
て
を
学
ば
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
尋
ね
る
と
、
黄
承
彦
は
「
そ
の
変

先
に
「
第
一
オ
子
之
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
毛
宗
岡
本
か
或
い
は
李
漁
本
が
『
三
國
誌
』
の
底
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し

た
が
、
こ
の
『
演
義
』
の
則
題
に
よ
っ
て
、
李
漁
本
も
そ
の
候
補
か
ら
は
ず
さ
れ
、
『
三
國
誌
』
の
底
本
は
毛
宗
岡
本
で
あ
っ
た
と
確
認

で
き
る
の
で
あ
る
。

毛
宗
岡
本
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
ば
、
当
然
そ
の
評
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
『
三
國
誌
」
に
も
、

だ
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
ま
ず
は
毛
宗

i

岡
本
の
第
八
十
四
回
、
呉
の
陸
遜
が
劉
備
率
い
る
蜀
軍
を
破
り
、
さ
ら
に
追
撃
し
よ
う
と
い

う
と
こ
ろ
、
陸
遜
は
孔
明
が
事
前
に
魚
腹
浦
に
仕
掛
け
て
お
い
た
石
陣
に
迷
い
込
み
、
孔
明
の
岳
父
で
あ
る
黄
承
彦
の
導
き
で
何
と
か
脱

學
此
陣
法
否
。
黄
承
彦
日
，
愛
化
無
窮
，
不
能
學
也
。
遜
慌
忙
下
馬
，
拝
謝
而
回
。

化
は
無
窮
ゆ
え
、
学
び
得
ら
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
。
」
と
答
え
た
。
陸
遜
は
あ
わ
て
て
馬
を
下
り
、
厚
く
礼
を
述
べ
て
帰
っ
て

老
夫
平
生
好
善
，

不
忍
将
軍
陥
没
於
此
，

出
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

が
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

故
特
自
生
門
引
出
也
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、

孔
明
知
陸
遜
不
該
死
的
，

却
留
個
人
情
典
丈
人
倣
。

七

遜
日
，

公
曾

そ
の
評
語
を
取
り
込
ん



七

年
は
十
七
歳
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
納
め
て
皇
后
と
な
さ
い
ま
す
よ
う
。
」
と
言
う
と
、
後
主
は
張
飛
の
娘
を
皇
后
に
迎
え
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

桃
園
結
義
の
関
係
か
ら
言
う
と
、
二
人
は
確
か
に
兄
妹
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
異
姓
の
婚
姻
で
あ
る
か
ら
も
と
よ
り
支
障
は
な
い
。

岡
本
の
評
語
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

傍
点
箇
所
は
毛
宗
岡
本
の
評
語
で
、
孔
明
の
岳
父
黄
承
彦
が
陸
遜
を
助
け
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
孔
明
は
陸
遜
の
命
運
が
ま
だ
尽

き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
陸
遜
に
恩
を
売
る
た
め
に
岳
父
に
助
け
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
と
批
評
し
て
い
る
。
こ
の
批
評
が
当
を

得
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
以
下
に
『
三
國
誌
』
巻
一
百
十
九
の
該
当
箇
所
を
挙
げ
る
。

老
夫
素
日
最
好
善
，

不
忍
弥
今
喪
歿
生
。
陸
遜
説
長
者
可
學
播
陣
式
，

、
、
、
、
、
、
、

山
而
去
影
無
踏
。
皆
因
陸
遜
不
該
死
，

諸
葛
亮
他
叫
岳
父
送
人
情
。

老
夫
説
愛
化
多
端
學
不
能
。
陸
遜
聞
言
又
拝
謝
，

も
う
―
つ
例
を
挙
げ
て
お
く
。
毛
宗
岡
本
第
八
十
五
回
、
蜀
で
は
劉
備
が
崩
御
し
、
劉
禅
が
後
を
継
い
で
即
位
し
た
が
、

を
立
て
て
お
ら
ず
、
孔
明
と
群
臣
が
張
飛
の
娘
を
皇
后
と
す
る
よ
う
奏
上
し
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

ママ

黄
成
彦
下

毛
宗
岡
本
と
比
べ
る
と
、
陸
遜
と
黄
承
彦
の
言
動
の
描
写
に
若
干
前
後
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
最
後
の
二
句
は
明
ら
か
に
毛
宗

い
ま
だ
皇
后

時
後
主
未
立
皇
后
，
孔
明
典
群
臣
上
言
日
，
故
車
騎
将
軍
張
飛
之
女
甚
賢
，
年
十
七
歳
，
可
納
為
正
宮
皇
后
。
後
主
即
納
之
。
若
論

、
、
、
、

(
7
)

桃
園
結
義
，
則
雨
人
嘗
是
兄
妹
。
然
異
姓
為
婚
，
原
不
碩
也
。
非
若
呉
孟
子
、
晉
狐
姫
之
類
。

（
時
に
後
主
は
ま
だ
皇
后
が
な
か
っ
た
の
で
、
孔
明
は
群
臣
と
と
も
に
奏
上
し
、
「
も
と
の
車
騎
将
軍
張
飛
の
娘
は
非
常
に
聡
明
で
、



つ
ま
り
、
張
飛
の
娘
を
劉
禅
の
皇
后
と
し
て
立
て
た
こ
と
に
つ
い
て
評
語
を
付
し
、
こ
の
婚
姻
に
は
何
の
問
題
も
な
い
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
三
國
誌
』
巻
一
百
二
十
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

マ

マ

マ

マ

馬
陵
説
翼
徳
先
皇
為
兄
弟
，
此
事
行
之
欠
分
明
。
兄
妹
之
稲
結
秦
晉
，
柏
人
談
論
言
不
公
。
孔
明
説
姑
菌
尚
且
成
婚
配
，
孤
姫
孟
子

ママ

一
般
同
。
馬
陵
聞
聴
無
言
射
，
衆
官
齊
説
膿
上
通
。

孔
明
が
群
臣
と
協
議
し
て
張
飛
の
娘
を
皇
后
に
立
て
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
馬
陵
が
「
張
飛
殿
は
先
帝
と
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
で
お

ら
れ
た
ゆ
え
、
こ
の
婚
姻
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
兄
妹
の
間
柄
で
結
婚
す
れ
ば
、
必
ず
や
人
の
謗
り
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
」
と
意
見
を
挟
む
。

そ
れ
に
対
し
て
孔
明
は
、
「
い
と
こ
同
士
の
結
婚
も
あ
り
、
孤
姫
や
孟
子
の
例
も
あ
る
で
は
な
い
か
。
」
と
答
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
三
國
誌
』
は
「
狐
」
を
「
孤
」
に
作
り
、
「
呉
孟
子
」
を
た
だ
「
孟
子
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
誤
り
と
、
こ
の
部
分
が
七

言
句
を
中
心
と
し
た
唱
詞
で
あ
る
た
め
の
省
略
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
毛
宗
岡
本
で
は
、
劉
禅
と
張
飛
の
娘
の
婚
姻
は
、
同
姓
の
婚
姻

を
犯
し
た
狐
姫
と
呉
孟
子
と
は
事
情
が
異
な
る
の
で
認
め
ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
『
三
國
誌
』
で
は
、
狐
姫
や
呉
孟
子
の
例
も
あ
る
の
だ

か
ら
、
こ
の
た
び
の
兄
妹
の
婚
姻
に
は
何
の
問
題
も
な
い
と
し
て
い
る
。
狐
姫
と
呉
孟
子
を
引
き
合
い
に
出
す
理
由
は
相
反
す
る
が
、
こ

の
場
面
で
狐
姫
と
呉
孟
子
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
版
本
は
、
調
査
し
得
た
と
こ
ろ
で
は
他
に
見
あ
た
ら
ず
、
こ
こ
も
や
は
り
毛
宗
岡
本
の

評
語
が
『
三
國
誌
』
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

呉
孟
子
や
晋
の
狐
姫
の
類
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
）

七
四



行
糧
十
萬
斜
相
助
。
請
勿
有
誤
。
若
得
軍
馬
錢
糧
，
却
晃
作
商
議
。

且
説
玄
徳
在
殴
萌
開
日
久
，

毛
宗
岡
本
第
六
十
二
回

挙
げ
て
お
く
。

、
、
、
、
、
、
、

甚
得
民
心
。
忽
接
得
孔
明
文
書
，

七
五

知
孫
夫
人
已
回
東
巽
。
又
聞
曹
操
興
兵
犯
濡
須
，

乃
輿
寵
統
議
日
，

こ
こ
ま
で
は
、
「
第
一
オ
子
之
書
」
の
語
、
毛
宗

i

岡
本
の
則
題
、
そ
し
て
毛
宗
岡
本
の
評
語
と
、
そ
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
特
定
の
語

句
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
以
上
の
例
か
ら
も
、
『
三
國
誌
』
の
底
本
が
毛
宗
岡
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
う
か
が
え
る
の
だ
が
、

次
に
そ
の
散
文
部
分
と
毛
宗
岡
本
の
本
文
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

鼓
詞
は
七
言
句
を
中
心
と
し
た
「
唱
」
の
部
分
と
、
散
文
の
「
説
」
の
部
分
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
を
進
め
て
い
く
の
で
、

毛
宗
岡
本
を
底
本
と
し
て
書
き
換
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
「
唱
」
よ
り
も
「
説
」
の
部
分
を
比
較
し
て
い
く
の
が
近
道
で
あ
ろ
う
。
紙

幅
の
都
合
上
、
以
下
に
二
例
の
み
挙
げ
る
。
ま
ず
、
荊
州
を
手
に
入
れ
た
劉
備
が
、
張
魯
軍
侵
攻
を
恐
れ
る
劉
障
の
た
め
に
、
援
軍
を
装

っ
て
自
軍
を
蜀
に
進
め
、
さ
ら
に
今
後
の
策
を
瀧
統
と
協
議
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
毛
宗
岡
本
は
第
六
十
二
回
、
『
三
國
誌
』
は

巻
九
十
三
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
比
較
対
象
と
し
て
、
毛
宗
岡
本
と
同
じ
二
十
四
巻
系
諸
本
に
属
す
る
李
卓
吾
本
の
該
当
箇
所
も

曹
操
撃
孫
櫂
，
操
勝
必
将
取
荊
州
，
櫂
勝
亦
必
将
取
荊
州
芙
。
為
之
奈
何
。
寵
統
日
，
主
公
勿
憂
。
有
孔
明
在
彼
，
料
想
東
呉
不
敢

犯
荊
州
。
主
公
可
馳
書
去
劉
障
慮
，
只
推
，
曹
操
攻
撃
孫
櫂
，
櫂
求
救
於
荊
州
。
吾
典
孫
櫂
唇
歯
之
邦
，
不
容
不
相
援
。
張
魯
自
守

之
賊
，
決
不
敢
来
犯
界
。
吾
今
欲
勒
兵
回
荊
州
，
典
孫
櫂
會
同
破
曹
操
，
奈
兵
少
糧
鋏
。
望
推
同
宗
之
誼
，
速
登
精
兵
三
、
四
萬
，



李
卓
吾
本
第
六
十
二
回

一
則
東
呉
是
唇
歯
之
邦
，
こ
則
孫
劉
係
秦
晉
之

典
寵
統
商
議
説
，
曹
操
撃
孫
櫂
，
自
然
有
一
家
得
勝
，
曹
操
得
勝
，
順
便
要
取
荊
州
，
孫
櫂
得
勝
，
更
要
取
我
荊
州
。
這
事
如
何
是

好
。
瀧
統
説
，
主
公
勿
憂
。
有
孔
明
在
鎮
守
，
料
想
東
呉
不
敢
軽
犯
荊
州
。
就
使
来
犯
荊
州
，
亦
難
討
孔
明
的
公
道
。
主
公
可
馳
書

送
典
劉
障
，
望
他
借
兵
借
糧
，
只
説
，
曹
操
攻
撃
孫
櫂
，
孫
櫂
使
人
在
荊
州
求
救
。

好
，
必
須
前
去
救
援
才
是
。
吾
想
張
魯
是
個
自
守
之
賊
，
決
不
敢
親
来
犯
界
。
吾
欲
回
到
荊
州
，
典
孫
櫂
同
破
曹
操
。
賓
乃
兵
少
糧

鋏
。
望
賢
弟
推
同
宗
之
誼
，
速
骰
精
兵
三
、
四
萬
，
行
糧
十
萬
斜
。
幸
勿
有
誤
。
如
或
得
了
軍
馬
錢
糧
，
咀
却
男
作
商
議
。

却
説
玄
徳
在
殴
萌
開
日
久
，
民
心
甚
順
。
知
曹
操
興
兵
犯
濡
須
，
典
寵
統
議
日
，
曹
操
撃
孫
櫂
，
操
勝
則
就
取
荊
州
，
櫂
勝
亦
取
荊

州
突
。
嘗
如
何
。
瀧
統
日
，
主
公
勿
憂
。
有
軍
師
諸
葛
亮
，
足
智
多
謀
，
料
想
東
呉
不
敢
犯
荊
州
。
主
公
可
移
書
去
劉
障
慮
，
只

推
，
曹
操
攻
撃
孫
櫂
，
櫂
求
救
於
荊
州
。
吾
典
孫
櫂
唇
悩
之
邦
，
唇
亡
則
歯
寒
芙
。
張
魯
自
守
之
賊
，
決
不
敢
犯
界
。
吾
今
勒
兵
回

荊
州
，
共
孫
櫂
約
會
同
破
曹
操
，
奈
何
兵
少
糧
跛
。
望
以
同
宗
之
故
，
速
登
精
兵
一
二
、
四
萬
，
行
糧
十
萬
斜
，
段
疋
軍
器
。
星
夜
登

付
前
来
。
請
勿
有
誤
。
若
得
軍
馬
錢
糧
，
却
男
作
商
議
。

ま
ず
毛
宗
岡
本
と
李
卓
吾
本
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
毛
宗
岡
本
は
、
李
卓
吾
本
の
中
の
あ
る
版
本
を
修
訂
し
て
独
自
の
批
評
を
加
え

(
8
)
 

た
も
の
で
あ
る
た
め
、
全
体
的
に
同
じ
よ
う
な
文
章
で
あ
る
が
、
毛
宗
岡
本
の
傍
点
箇
所
「
忽
接
得
孔
明
文
書
，
知
孫
夫
人
已
回
東
呉
。
」

却
説
玄
徳
在
殴
萌
闘
住
的
日
久
，
深
得
民
心
。
忽
然
接
着
孔
明
的
文
書
，
知
孫
夫
人
回
了
東
呉
。
又
聞
得
曹
操
興
兵
攻
打
濡
須
，
乃

『
三
國
誌
』
巻
九
十

七
六



七
七

の
一
文
は
李
卓
吾
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に
李
卓
吾
本
の
傍
点
を
付
し
た
「
足
智
多
謀
」
「
唇
亡
則
歯
寒
芙
」
「
段
疋
軍
器
」
「
星
夜
務
付

前
来
」
な
ど
の
句
は
毛
宗
岡
本
に
は
な
い
。
次
に
『
三
國
誌
』
の
文
章
を
見
て
み
る
と
、
李
卓
吾
本
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
毛
宗
岡
本
の

傍
点
箇
所
が
、
わ
ず
か
な
字
の
異
同
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
李
卓
吾
本
に
の
み
見
ら
れ
た
四
句

は
『
三
國
誌
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。
李
卓
吾
本
と
毛
宗
岡
本
は
継
承
関
係
に
あ
り
、
同
系
統
に
属
す
る
版
本
で
あ
る
が
、
両
者
と
『
三
國

誌
』
の
関
係
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
三
國
誌
』
の
文
章
は
毛
宗
岡
本
に
よ
り
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
毛
宗
岡
本
及
び
李
卓
吾
本
の
第
一
百
三
回
、
『
三
國
誌
』
は
巻
一
百
三
十
六
、
五
丈
原
で
司
馬
鯰
と
対
峙
し
て
い
た
孔
明
は
、
長

ら
く
の
北
伐
に
よ
っ
て
心
身
を
す
り
減
ら
し
、
余
命
幾
ば
く
も
な
い
こ
と
を
天
文
に
よ
っ
て
知
る
が
、
姜
維
の
勧
め
に
従
い
、
寿
命
を
延

毛
宗
岡
本
第
一
百
三
回

亮
生
干
趾
世
，
甘
老
林
泉
，
承
昭
烈
皇
帝
三
顧
之
恩
，
托
孤
之
重
，
不
敢
不
喝
犬
馬
之
努
，
誓
討
國
賊
。
不
意
将
星
欲
墜
，
陽
壽
将

終
。
謹
書
尺
素
，
上
告
弯
蒼
，
伏
望
天
慈
，
俯
垂
鑑
馳
，
曲
延
臣
算
，
使
得
上
報
君
恩
，
下
救
民
命
，
剋
復
藉
物
，
永
延
漢
祀
。
非

敢
妄
祈
，
賓
由
情
切
。

諸
葛
亮
生
子
胤
世
，

『
三
國
誌
』
巻
一
百
三
十
六日

老
林
泉
，
承
昭
烈
皇
帝
三
顧
之
恩
，
托
孤
之
重
，
不
敢
不
姻
犬
馬
之
努
，
誓
討
國
賊
。
不
意
将
星
欲
墜
，
陽

壽
将
終
。
謹
書
尺
素
，
上
告
弯
蒼
，
仰
望
天
慈
，
昭
監
全
垂
鑑
聴
，
曲
延
臣
壽
，
使
得
上
報
君
恩
，
下
保
民
命
，
克
復
菌
物
，
永
延

ば
す
た
め
星
に
穣
い
を
か
け
祈
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。



討
賊
。
不
意
将
星
欲
墜
，
陽
壽
将
終
。
謹
以
静
夜
，
昭
告
子
皇
天
後
土
，
北
極
元
辰
，
伏
望
天
慈
，
俯
垂
鑑
察
。

つ
ま
り
、

李
卓
吾
本
第
一
百
三
回

亮
生
子
胤
世
，
隠
於
農
迩
，
承
先
帝
三
顧
之
恩
，
託
後
主
孤
身
之
重
，
因
此
盛
喝
犬
馬
之
努
，
統
領
縮
貌
之
衆
，
六
出
祁
山
，
誓
以

引
用
は
孔
明
が
星
に
捧
げ
た
祈
り
の
言
葉
で
あ
る
が
、
先
の
例
と
同
様
に
ま
ず
毛
宗
岡
本
と
李
卓
吾
本
を
比
較
し
て
み
る
と
、
毛
宗
岡

本
の
「
甘
老
林
泉
」
が
李
卓
吾
本
で
は
「
隠
於
農
迩
」
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
李
卓
吾
本
の
「
統
領
狸
貌
之
衆
」
と
「
六
出
祁
山
」
の

二
句
は
毛
宗
岡
本
に
は
見
え
ず
、
特
に
後
半
は
両
者
で
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
『
三
國
誌
』
を
見
る
と
「
日
老
林

泉
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
毛
宗
岡
本
の
「
甘
老
林
泉
」
を
写
し
間
違
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

こ
こ
ま
で
毛
宗
岡
本
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
箇
所
を
示
し
て
き
た
が
、
以
上
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
三
國
誌
』
は
毛
宗
岡
本

を
底
本
と
し
て
語
り
物
に
改
編
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
毛
宗
i

岡
本
と
の
共
通
点
を
示
す
た
め
に
挙
げ
て
き
た
例
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
は
す
べ
て
巻
九
十
三
以
降
の
も
の
で
あ
り
、

「
三
國
誌
』
は
巻
九
十
三
以
降
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
毛
宗
岡
本
を
底
本
と
し
て
改
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

言
え
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

そ
れ
以
前
の
例
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
全
編
に
つ
い
て

い
ま
だ
疑
問
の
生
ず
る
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
別
の
観
点
か
ら
そ
の
こ
と

う
。
後
半
を
見
て
も
毛
宗
岡
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

漢
祀
。
非
敢
妄
祈
，
賞
由
情
切
。

七
八



り
着
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
、
巻
二
十
八
で
あ
る
。

る
詩
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。

七
九

前
節
ま
で
に
お
い
て
、
『
三
國
誌
』
は
数
あ
る
『
演
義
』
の
版
本
の
う
ち
、
毛
宗

i

岡
本
を
底
本
と
し
て
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
例

証
し
、
し
か
し
な
が
ら
、
巻
九
十
二
以
前
に
お
い
て
は
い
ま
だ
不
確
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
わ
せ
て
指
摘
し
た
。

と
り
わ
け
前
節
の
最
後
に
挙
げ
た
散
文
の
近
似
性
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
『
三
國
誌
』
巻
九
十
三
以
降
の
散
文
部
分
は
ほ
と
ん
ど
が

毛
宗

i

岡
本
に
よ
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
孔
明
の
死
後
は
、
魏
や
呉
の
こ
と
の
み
を
描
写
し
た
段
落
は
省
略
し
、
毛
宗
岡
本
の
蜀
に
関
す
る

段
落
だ
け
を
抜
き
出
し
て
改
編
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
さ
え
出
来
る
。
た
だ
、
巻
九
十
二
以
前
の
散
文
部
分
に
つ
い
て
は
挿
入
説
話
も
多

く
、
ど
の
版
本
に
最
も
近
い
か
と
い
う
こ
と
は
確
認
し
が
た
い
。

そ
こ
で
本
節
で
は
視
点
を
変
え
、
『
三
國
誌
』
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
詩
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
じ
め
に
、
『
三
國
誌
』
に
は
周
静
軒
の
詩
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
場
面
は
李
侑
と
郭
氾
に
捕
ら
え
ら
れ

て
い
た
献
帝
が
、
二
人
の
反
間
の
隙
を
つ
い
て
脱
出
し
、
董
承
•
楊
奉
ら
に
護
ら
れ
な
が
ら
、
命
か
ら
が
ら
廃
墟
と
化
し
た
洛
陽
に
た
ど

静
軒
先
生
有
詩
嘆
高
祖
英
而
猷
帝
時
弱
。
詩
曰

血
流
茫
陽
白
蛇
亡
，
赤
織
縦
〔
横
梢
〕

挿
入
詩
に
つ
い
て

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
れ
ら
が
『
演
義
』
の
各
版
本
に
採
録
さ
れ
て
い

四
方
。
秦
鹿
趨
翻
典
社
稜
，
楚
唯
推
倒
立
封
彊
。
子
孫
儒
弱
英
風
起
，
氣
敷
彫
歿
盗
賊
狂
。



周
静
軒
の
詩
は
『
演
義
」
の
多
く
の
版
本
に
見
ら
れ
、
各
版
本
の
関
係
性
を
考
え
る
上
で
も
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
毛
宗

岡
本
に
お
い
て
は
そ
の
名
前
が
す
べ
て
削
ら
れ
、
「
後
人
詩
日
」
な
ど
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

と
し
て
六
首
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
出
て
く
る
の
は
巻
七
十
一
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
節
ま
で
に
示
し
た
状
況
と
重
ね
て
考
え
て
み

る
と
、
や
は
り
鼓
詞
巻
九
十
二
以
前
の
底
本
は
毛
宗
岡
本
で
は
な
い
と
言
え
そ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
う
ち
の
一
首
は
、
今
回
調

査
し
た
版
本
の
い
ず
れ
も
が
静
軒
詩
と
し
て
は
採
録
し
て
お
ら
ず
、
『
三
國
誌
』
の
み
が
静
軒
詩
と
し
て
い
る
。

の
よ
う
な
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
鼓
詞
の
作
者
が
静
軒
の
名
前
を
随
意
に
使
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

「
△
」
は
句
或

そ
こ
で
、
『
三
國
誌
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
詩
に
つ
い
て
、
『
演
義
』
の
各
版
本
に
お
け
る
採
録
状
況
と
比
較
し
て
み
た
。

れ
を
一
覧
に
し
た
の
が
次
頁
に
付
し
た
表
で
あ
る
。
表
中
「

0
」
は
同
一
の
詩
（
も
し
く
は
同
一
と
判
断
で
き
る
詩
）
、

い
は
複
数
あ
る
詩
の
採
録
順
が
異
な
る
詩
、
「
X
」
は
全
く
異
な
る
詩
、
「
一
」
は
採
録
無
し
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
表
を
用
い
て
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、

ママ

看
到
西
京
遭
難
慮
，
鐵
人
無
涙
也
洒
愧
。
（
〔

そ

や
は
り
毛
宗
岡
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
表
の

26
を
見
る
と
、
こ
の
詩
は
毛
宗
岡

本
の
み
に
見
え
、
他
の
版
本
で
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
毛
宗
岡
本
は
、

そ
れ
以
前
は
『
三
國
誌
』
の
詩
と
約
半
数
し
か
一
致
し
て
お
ら

ず
、
そ
れ
以
降
の
詩
に
目
を
向
け
る
と
、

31
を
除
き
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。

26
以
降
の
そ
の
他
の
版
本
の
状
況
を
見
る
と
、
か
な
り
の

相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
三
國
誌
』
に
お
け
る
毛
宗
岡
本
の
影
響
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
節
に
挙
げ
た
毛
宗
岡
本
と
『
三

國
誌
』
の
関
係
を
示
す
幾
つ
か
の
例
は
す
べ
て
巻
九
十
三
以
降
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
採
録
さ
れ
て
い
る
詩
に
照
ら
し
て
見
る
時
、

〕
内
は
毛
宗
岡
本
に
よ
り
補
っ
た
）

そ
れ

が
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
降
で
も
31
の
よ
う
な
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
首
だ
け
と
は
い
え
そ

一
方
で
、
『
三
國
誌
』
に
は
静
軒
詩

八
〇



巻—葉 体裁と数 毛宗岡 李漁本 周日校 李卓吾 余象斗 劉龍田 朱鼎臣 楊美生 六巻本

1 19-7 五律

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜2 28-14 七律

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜3 31-11 七絶 3七律 △ △ △ △ △ 

゜゚
。

4 32-4 七絶

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜5 36-5 七絶 △ △ △ △ △ △ △ 

6 37-3 七絶 △ △ △ △ △ △ △ △ 

7 44-26 五律

゜
X X X X X X X X 

8 52-2 七律

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜， 57-16 七絶

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜10 60-1 七律 2 X X 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜11 61-13 七絶 2 △ △ 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜12 62-16 七律 X 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚13 62-19 七絶

14 69-9 七絶

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜15 70-8 七絶

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜16 70-14 七絶

゜
X X X X X X X 

17 71-11 七絶 △ X X 

゜゚ ゜゚ ゜18 75-5 七律

19 82-19 七律

20 84-10 七律 2

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚21 85-2 七絶

゜ ゜゚ ゜ ゜゚22 86-3 五律 2 △ △ 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜23 86-7 七律 X 

゜゚ ゜ ゜゚24 89-15 七絶 X 

゜゚ ゜ ゜゚25 89-22 七絶

゜゚ ゜゚26 92-19 七絶

゜
X X X X X X X X 

27 93-3 七絶 2

゜
△ △ △ △ △ △ X X 

28 93-14 七絶

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜29 94-21 五絶七絶

゜
△ 

゜゚ ゜
o. 

゜゚ ゜30 95-18 七絶

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜31 118-16 七絶

゜゚ ゜ ゜゚32 119-1 七絶

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜33 122-19 七絶

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜34 123-18 七絶

゜
△ △ △ △ △ △ △ △ 

八 35 123-18 七絶

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜36 130-1 七絶

゜
X X X X X X X X 

37 130-11 七絶

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜38 130-28 五律

゜
X X X X X X X 

39 132-19 七絶

゜
X X X X X X X X 

40 134-24 七絶

゜
X △ △ △ X X X X 

41 135-19 七絶

゜
X X X X X X X X 

42 136-16 七絶

゜
X △ △ △ △ △ △ △ 



7
.
1
6
は
毛
宗
岡
本
の
み
に
見
え
る
詩
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
巻
九
十
二
以
前
に
お
い
て
別
の
版
本
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、

宜
毛
宗
岡
本
よ
り
詩
を
採
録
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
李
漁
本
を
見
る
と
、
相
対
的
に
『
三
國
誌
』
と
の
一
致
が
明
ら
か
に
少
な
く
、
底
本
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
言
え
る
。

ま
た
、
二
十
巻
繁
本
系
諸
本
に
属
す
る
余
象
斗
本
は
、
挿
入
詩
に
お
い
て
は
『
三
國
誌
』
と
な
か
な
か
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、

先
の
関
索
•
花
関
索
説
話
の
有
無
か
ら
、
や
は
り
底
本
と
し
て
考
え
る
の
は
難
し
い
。
『
三
國
誌
』
は
非
常
に
多
く
の
挿
入
説
話
を
物
語

に
取
り
入
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
日
々
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
作
者
及
び
演
者
の
腐
心
の
跡
で
あ
ろ
う
。
仮
に
花
関
索
説

話
の
挿
入
さ
れ
た
版
本
が
『
三
國
誌
』
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
な
ら
、
花
関
索
説
話
は
物
語
を
典
味
深
い
も
の
に
す
る
た
め
の
恰

好
の
素
材
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
故
意
に
こ
の
話
を
削
る
方
が
不
自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

周
曰
校
本
と
李
卓
吾
本
は
、
と
も
に
二
十
四
巻
系
諸
本
に
属
す
る
版
本
で
、
こ
の
表
に
つ
い
て
見
る
限
り
で
は
全
く
同
じ
結
果
を
示
し

て
お
り
、
か
つ
『
三
國
誌
』
の
詩
と
も
相
対
的
に
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
点
も
あ
る
。

3
は
七
絶
三
首
と
七

律
一
首
が
『
三
國
誌
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
周
日
校
本
・
李
卓
吾
本
と
も
そ
の
採
録
の
順
が
『
三
國
誌
』
と
は
異
な
る
。

二
十
巻
簡
本
系
諸
本
の
う
ち
、
朱
鼎
臣
本
・
楊
美
生
本
・
六
巻
本
は
、
『
三
國
誌
』
と
全
く
同
じ
順
で
詩
を
採
録
し
て
い
る
の
が
目
を
引

く
。
次
に

1
7
.
2
5
の
詩
に
着
目
す
る
と
、
周
日
校
本
・
李
卓
吾
本
の
双
方
に
な
い
詩
が
、

あ
る
。
唯
一
そ
の
逆
の
結
果
を
示
す
の
が

40
の
詩
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
物
語
も
終
盤
の
巻
一
百
三
十
四
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
毛
宗
岡
本
に

基
づ
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
周
曰
校
本
と
李
卓
吾
本
よ
り
も
、
簡
本
系
諸
本
の
方
が
よ
り
『
三
國
誌
』

そ
の
逆
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

毛
宗
岡
本
の
み
を
手
元
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
く
、
適
宜
別
の
版
本
を
参
照
し
な
が
ら
の
改
編
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

つ
ま
り
、
毛
宗

i

岡
本
以
外
の
版
本
を
も
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る

1
か
ら
25
の
詩
の
中
で
、

や
は
り
簡
本
系
諸
本
に
見
ら
れ
る
と
い
う
例
が

八

一
方
で
、

や
は
り
適



方
が
毛
宗
岡
本
と
併
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
三
國
誌
』
に
お
け
る
詩
の
採
録
状
況
は
、
巻
九
十
二
を
境
に
し
て
、

を
示
し
、
以
降
は
毛
宗
岡
本
と
ほ
と
ん
ど
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
巻
九
十
二
以
前
で
も
毛
宗
岡
本
の
み
に
見
え
る
詩
が
あ

り
、
そ
れ
以
降
で
も
唯
一

31
の
よ
う
に
、
毛
宗
岡
本
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
詩
が
英
雄
志
伝
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

『
三
國
誌
』
の
昨
者
は
英
雄
志
伝
本
と
毛
宗
岡
本
の
双
方
を
用
い
、
巻
九
十
二
ま
で
は
前
者
を
、
以
降
は
後
者
を
中
心
に
し
て
語
り
物
に

改
編
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
の
好
評
を
受
け
て
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

さ
ら
に
鼓
詞
が
流
行
し
た
時
期
を
考
え
る
と
、
英
雄
志
伝
本
の
中
で
も
、
封
面
に
「
毛
聟
山
先
生
原
本
」
と
あ
る
六
巻
本
は
、
毛
宗
岡

(10) 

そ
の
う
え
複
数
の
書
陣
に
よ
っ
て
後
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
当
時
は
毛

宗
岡
本
と
人
気
を
二
分
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
系
統
と
は
い
え
時
代
的
に
も
遡
る
楊
美
生
本
よ
り
も
、

る。 で
で
採
録
し
て
い
な
い
詩
は
、

そ
の
簡
本
系
諸
本
四
種
に
つ
い
て
見
る
と
、

鼎
臣
本
に
見
え
ず
、
楊
美
生
本
と
六
巻
本
に
は
同
じ
詩
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
に
お
け
る
楊
美
生
本
と
六
巻
本
の
結
果
は
全
く
同

じ
も
の
で
あ
る
が
、
中
川
氏
に
よ
る
と
両
版
本
は
近
い
関
係
に
あ
り
、
氏
は
そ
の
書
名
か
ら
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
（
本
稿
で
は
以
下

(
9
)
 

こ
の
両
本
を
「
英
雄
志
伝
本
」
と
す
る
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
両
本
の
結
果
を
見
て
い
く
と
、

1
か
ら

26
ま

に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

八

そ
れ
ぞ
れ
の
採
録
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

2
1
.
2
3
.
2
4
の
三
首
は
劉
龍
田
本
・
朱

い
ず
れ
の
版
本
に
も
見
ら
れ
な
い
か
、
或
い
は
毛
宗
岡
本
の
み
に
見
え
る
詩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

そ
れ
以
前
は
英
雄
志
伝
本
二
種
と
最
も
近
い
結
果

や
は
り
六
巻
本
の



る。 と
へ
向
か
わ
せ
よ
う
と
画
策
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
中
心
と
な
る
底
本
が
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
巻
九
十
二
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、

そ
こ
に
底
本
を
変
更
し
た
痕
跡
は

ま
ず
巻
九
十
一
後
半
で
は
、
蜀
の
張
松
が
自
国
を
託
す
べ
き
人
物
を
求
め
、
地
図
を
携
え
て
曹
操
の
も
と
へ
と
向
か
っ
た
が
、
そ
の
傲

慢
な
態
度
に
憤
激
し
、
地
図
を
渡
さ
ず
帰
途
に
つ
き
、
荊
州
に
寄
っ
て
劉
備
に
会
お
う
と
す
る
。
そ
の
途
上
、
瀧
統
の
弟
寵
系
充
な
る
人

物
と
旅
籠
で
一
緒
に
な
り
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
瀧
系
充
は
張
松
の
た
め
に
占
い
を
し
て
や
り
、
近
い
う
ち
に
英
明
な
る
主
君
に
出
会
う
で

あ
ろ
う
と
言
う
。
ま
た
、
張
松
が
劉
備
の
も
と
へ
向
か
う
と
聞
く
と
、
兄
が
仕
え
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
紹
介
状
を
用
意
し
て
や
る
。
張

松
は
劉
備
が
そ
の
英
明
な
る
主
君
に
違
い
な
い
と
思
い
喜
ぶ
が
、
実
は
寵
系
充
は
寵
統
自
身
で
あ
り
、
名
前
を
編
っ
て
張
松
を
劉
備
の
も

瀧
統
は
張
松
と
別
れ
る
と
先
回
り
し
て
報
告
し
、
出
迎
え
の
準
備
を
整
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
巻
九
十
二
が
始
ま
る
。
そ
の
後
、
劉

備
は
張
松
を
厚
く
も
て
な
し
、
そ
れ
に
感
激
し
た
張
松
は
、
寵
統
の
弟
か
ら
紹
介
状
を
も
ら
っ
た
が
、
初
対
面
な
が
ら
も
古
く
か
ら
の
友

人
の
よ
う
に
も
て
な
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
紹
介
状
を
出
す
必
要
も
な
か
っ
た
と
告
白
し
、
蜀
の
地
を
取
る
よ
う
劉
備
に
勧
め
、
地
図
を

渡
し
て
帰
っ
て
い
く
。
蜀
へ
戻
っ
た
張
松
は
、
劉
障
に
劉
備
を
引
き
入
れ
る
こ
と
を
勧
め
、
劉
障
は
黄
権
、
王
累
ら
の
反
対
を
押
し
切
り

張
松
の
勧
め
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
以
下
は
ほ
と
ん
ど
『
演
義
』
と
同
じ
で
、
「
趙
雲
戟
江
奪
阿
斗
」
の
途
中
ま
で
で
巻
九
十
二
は
終
わ

も
ち
ろ
ん
廉
系
充
の
話
は
『
演
義
』
に
は
な
く
、
お
そ
ら
く
『
三
國
誌
』
の
作
者
の
創
作
と
思
わ
れ
る
が
、
物
語
の
展
開
は
極
め
て
自

然
で
、
寵
系
充
の
話
を
挿
入
し
た
と
は
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
周
到
で
あ
る
。
例
え
ば
、
劉
備
ら
が
張
松
を
酒
席
で
も
て
な
し
て
い
る
時
に

『
演
義
』
で
は
寵
統
の
セ
リ
フ
が
あ
る
が
、
『
三
國
誌
』
に
お
い
て
は
趙
雲
の
セ
リ
フ
と
な
っ
て
お
り
、
寵
統
は
面
が
割
れ
て
い
る
の
で

認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

八
四



小
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
度
簡
単
に
ま
と
め
て
小
論
の
結
び
と
す
る
。

り
続
け
て
い
く
。

お

わ

り

に

八
五

同
席
し
て
い
な
い
と
の
説
明
ま
で
あ
る
。
瀧
系
充
の
名
前
が
最
後
に
出
て
く
る
の
は
、
劉
備
ら
が
張
松
と
別
れ
る
場
面
で
あ
る
。

そ
し
て
、

蜀
へ
帰
っ
た
張
松
は
親
友
の
法
正
と
孟
達
に
自
分
の
考
え
を
打
ち
明
け
た
あ
と
、
劉
障
に
劉
備
を
引
き
入
れ
る
よ
う
献
策
す
る
の
で
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
そ
の
あ
た
り
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
毛
宗
岡
本
に
従
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
巻
九
十
二
に
あ
る
詩
は
毛
宗
岡
本

の
み
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
張
松
の
勧
め
に
従
っ
た
劉
障
を
必
死
で
諌
め
た
黄
権
と
王
累
の
こ
と
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
り
、
瀧
系
充
の

話
よ
り
は
や
や
後
ろ
に
あ
る
の
で
、
毛
宗
岡
本
を
底
本
の
中
心
に
据
え
て
か
ら
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
中
心
と
な
る
底
本
が
変
わ
っ
た
の
は
、
寵
系
充
の
名
前
が
最
後
に
出
た
と
こ
ろ
か
ら
、
張
松
が
蜀
へ
帰
っ
て
画
策
す
る
間

の
場
面
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
こ
に
は
底
本
変
更
の
明
ら
か
な
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
然
に
こ
の
あ
と
も
語

以
上
、
車
王
府
本
鼓
詞
『
三
國
誌
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
『
三
国
志
演
義
』
と
の
関
係
を
中
心
に
こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
が
、
今

三
国
語
り
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
『
演
義
』
の
母
胎
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
演
義
』
が
完
成
す
る
と
、
却
っ
て
語
り
物
作
品
に

『
三
國
誌
』
も
そ
の
一
っ
で
あ
り
、

そ
の
成
立
過
程
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
特
定
の
語
句
や
散
文
部
分
の
近
似
と
い
う
点
で
毛
宗
岡

本
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
巻
九
十
二
以
降
に
だ
け
見
ら
れ
る
も
の
で
、

そ
れ
以
前
の
部
分
に
つ
い
て
は
確
定
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
『
三
國
誌
』
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
詩
に
着
目
し
て
み
る
と
、
単
純
に
毛
宗
岡
本
だ
け
を
底
本
と
し
て
改
編
し
た
も



改
編
し
、

そ
れ
以
降
は
毛
宗
岡
本
を
底
本
と
し
て
、

―
つ
の
小
説
を
語
り
物
の
作
品
へ
と
改
編
し
た
の
で
あ
る
。

の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
に
よ
る
と
、
『
三
國
誌
』
の
巻
九
十
二
以
前
は
、
数
あ
る
『
演
義
』

の
版
本
の
中

で
も
、
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
に
属
し
、
書
名
に
「
英
雄
志
伝
」
と
あ
る
楊
美
生
本
と
六
巻
本
が
最
も
『
三
國
誌
』
と
関
係
が
深
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
時
期
的
に
考
え
て
も
、
毛
宗
岡
本
が
世
に
出
て
後
に
刊
行
さ
れ
、
鼓
詞
の
流
行
時
期
と
も
重
な
る
で
あ
ろ
う
六
巻
本
が

つ
ま
り
、
こ
の
車
王
府
蔵
鼓
詞
『
三
國
誌
』
は
、
巻
九
十
二
ま
で
は
毛
宗
i

岡
本
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
六
巻
本
を
も
と
に
語
り
物
へ
と

注(
1
)

『
三
国
志
玉
璽
伝
」
（
童
万
周
校
点
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
八
六
）
の
前
言
を
参
照
。
ま
た
『
花
闊
索
博
の
研
究
』
（
井
上
泰
山
ほ
か

汲
古
書
院
一
九
八
九
）
解
説
篇
（
五
一
頁
）
に
も
『
演
義
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
る
。

(
2
)

車
王
府
曲
本
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
田
仲
一
成
「
車
王
府
曲
本
に
つ
い
て
」
（
『
学
鐙
』
一
九
九
一
年
六
月
号
）
、
「
再
び
車
王
府
曲
本
に
つ

い
て
」
（
『
学
鐙
』
一
九
九
一
年
九
月
号
）
に
詳
し
い
。
ま
た
専
著
と
し
て
は
劉
烈
茂
・
郭
精
鋭
等
著
『
車
王
府
曲
本
研
究
』
（
広
東
人
民
出
版

社

二

0
0
0
)
が
あ
る
。

(
3
)

郭
精
鋭
著
『
車
王
府
曲
本
与
京
劇
的
形
成
』
（
油
頭
大
学
出
版
社
一
九
九
九
）
の
「
第
二
章
車
王
府
曲
本
第
五
節
劇
作
時
間
界
限
」

の
項
を
参
照
。

(
4
)

陳
翔
華
「
明
清
以
来
的
三
國
説
唱
文
學
兼
説
已
典
歴
史
小
説
《
三
國
志
演
義
》
的
闊
係
」
（
中
州
古
籍
出
版
社
『
三
国
演
義
論

文
集
』
所
収
一
九
八
五
）
に
よ
る
。
尚
、
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。
「
《
三
國
志
演
義
》
這
部
小
説
産
生
以
後
，
又
反
過
来
極
大
地
推
動
了

説
唱
文
學
的
創
作
。
自
明
清
以
至
近
代
，
主
要
依
檬
羅
貫
中
的
演
義
来
改
編
或
里
新
創
作
的
三
國
説
唱
文
學
作
品
浩
如
煙
海
。
」

ま
た
、
三
国
も
の
の
語
り
物
作
品
を
言
語
表
現
及
び
出
版
の
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
に
、
上
田
望
「
人
は
な
ぜ
三
国
志
の
物
語
を
「
唱
う
」

の
か
詩
讃
体
講
唱
文
芸
に
見
え
る
三
国
故
事
作
品
の
生
成
と
流
通
に
つ
い
て
」
（
金
沢
大
学
文
学
部
論
集
言
語
・
文
学
篇
第
二
十

三
号
二

0
0三
）
が
あ
る
。

底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

八
六



八
七

(
5
)

今
回
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
『
第
一
オ
子
書
』
（
錦
章
書
局
一
九
三
一
）
・
『
毛
宗
岡
批
評
三
国
演
義
』
（
斉
魯
書
社
一

九
九
一
）
、
『
李
笠
翁
批
閲
三
国
志
』
（
『
李
漁
全
集
』
第
十
•
十
一
巻
浙
江
古
籍
出
版
社
一
九
九
O
)、
『
新
刻
校
正
古
本
大
字
音
釈
三
国
志

通
俗
演
義
』
（
『
明
清
善
本
小
説
叢
刊
』
天
一
出
版
社
一
九
八
五
）
、
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
（
ゆ
ま
に
書
房
一
九
八
四
）
、
『
三
国
志
通

俗
演
義
史
伝
』
（
関
西
大
学
出
版
部
一
九
九
七
，
九
八
）
、
『
新
刻
按
鑑
演
義
全
像
三
国
英
雄
志
伝
』
（
大
谷
大
学
蔵
）
、
そ
の
他
余
象
斗
本
・
劉

龍
田
本
・
朱
鼎
臣
本
・
六
巻
本
は
『
三
国
志
演
義
古
版
叢
刊
五
種
』
（
中
華
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
一
九
九
四
）
を
使
用
。

(
6
)

『
三
國
誌
』
は
長
編
の
紗
本
で
、
複
数
の
書
写
者
の
手
に
な
る
。
ゆ
え
に
音
通
や
字
形
の
近
似
に
よ
る
写
し
間
違
い
が
頻
見
さ
れ
、
字
体

も
不
統
一
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
字
体
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
繁
体
字
に
改
め
、
校
正
は
施
さ
ず
に
必
要
な
場
合
の
み
注
記
す
る
に
留
め
た
。

(
7
)

狐
姫
及
び
呉
孟
子
の
同
姓
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
『
国
語
』
に
「
同
姓
婚
せ
ざ
る
は
、
殖
ら
ざ
る
を
悪
む
な
り
。
狐
氏
は
唐
叔
よ
り
出
で

て
、
狐
姫
は
、
伯
行
の
子
な
り
、
実
に
重
耳
を
生
め
り
。
」
（
巻
第
十
）
と
あ
り
、
ま
た
『
論
語
』
に
「
陳
の
司
敗
問
う
。
昭
公
は
礼
を
知
れ
る

か
と
。
孔
子
日
く
、
礼
を
知
れ
り
と
。
巫
馬
期
を
揖
し
て
之
を
進
め
て
日
く
、
吾
聞
く
、
君
子
は
党
せ
ず
と
。
君
子
も
亦
党
す
る
か
。
君
、
呉

に
姿
る
。
同
姓
な
る
が
為
に
之
を
呉
孟
子
と
謂
う
。
君
に
し
て
礼
を
知
ら
ば
、
執
か
礼
を
知
ら
ざ
ら
ん
と
。
」
（
述
而
第
七
）
と
あ
る
。

(
8
)

中
川
氏
『
『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』
参
照
。

(
9
)

中
川
氏
前
掲
著
書
参
照
。
氏
は
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
ほ
か
に
「
魏
某
本
」
「
劉
栄
吾
本
」
「
北
京
図
本
」
「
衆
賢
山
房
本
」
を

挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

(10)

今
回
使
用
し
た
六
巻
本
三
国
志
の
封
面
に
は
「
賓
華
棲
蔵
板
」
と
あ
る
が
、
版
心
に
は
「
二
酉
堂
」
や
「
文
光
堂
」
な
ど
、
別
の
書
牌
の

名
前
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
は
、
「
衆
賢
山
房
蔵
版
」
と
あ
る
六
巻
本
を
所
蔵
す
る
が
、
中
川
氏
前
掲
著
書
に

よ
る
と
、
そ
の
版
心
に
も
「
竹
秀
山
房
」
「
二
酉
堂
」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
賓
華
棲
蔵
板
」
本
は
、
印
刷
の
状
態
か
ら
推
す
に
、
版
木

の
損
傷
が
著
し
く
、
か
な
り
後
に
刷
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。


